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研究要旨： 

本分担研究では、中小企業のヘルスリテラシーの向上に寄与する映像コンテンツを

作成した。 

両立支援の重要性が注目され、大企業など、両立支援に力を入れている企業も散見

されるようになってきた。しかし、日本の労働者の約 55％が属している中小企業への

浸透はまだ十分でない。経営体力の弱い中小企業にとっては目の前の資金繰りや業務

をどうするかという視点になりがちで、企業のヘルスリテラシーが十分でなく医療機

関との連携も不十分になりやすく労働者に負担をかけている現状がある。 

また、中小企業の担当者に両立支援について聴取しても経験したことがないと回答

するものがほとんどで両立支援のイメージがわきにくい現状があることが想定され

る。中小企業のヘルスリテラシーを向上させるためには、事例などを交えた説明資料

が有用である可能性がある。 

 そこで本分担研究は、中小企業経営者向けに教育等で利用する事例などを交えた映

像コンテンツを作成することを目的とした。今年度作成した映像コンテンツを、教育

等も用い、両立支援について広く啓発するとともに、教育の評価を行っていく予定で

ある。 
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Ａ．目的 

 両立支援の重要性が注目され、大企業な

ど、両立支援に力を入れている企業も散見

されるようになってきた。しかし、日本の労働

者の約 55％が属している中小企業への浸

透はまだ十分でない。経営体力の弱い中小

企業にとっては目の前の資金繰りや業務を

どうするかという視点になりがちで、企業の

ヘルスリテラシーが十分でなく医療機関との

連携も不十分になりやすく労働者に負担を

かけている現状がある。 
また、中小企業の担当者に両立支援につ

いて聴取しても経験したことがないと回答す

るものがほとんどで両立支援のイメージがわ

きにくい現状があることが想定される。中小

企業のヘルスリテラシーを向上させるために

は、事例などを交えた説明資料が有用であ

る可能性がある。また、中小企業の特徴とし

て「産業保健スタッフの関与が少ない」ことと

「疾病診断および治療方針の決定」の際に



離職してしまう人がいることに着目し、以下

の 2 点の課題を盛り込んだ事例の映像コン

テンツを作成することとした。 
１）本人は告知後に動揺し情報が整理さ

れていななかで、大事な決断をしてしまって

いる。 
２）職場（経営者）も本人に良かれと思って

対応したことによって、結果的に退職を後押

ししてしまう。 
 
Ｂ．方法 
 研究分担者と研究協力者で協議し、映

像コンテンツの対象者、目的、内容につ

いて協議した。複数回協議し、それをも

とにシナリオを作成し、シナリオライタ

ーに校正を依頼し、さらに修正を加えシ

ナリオを完成させた。 

 

Ｃ．結果 

 対象者は中小企業経営者、目的は両立

支援の事例を交えた両立支援の有用性を

容易に理解してもらえることとした。映

像コンテンツの用途として、①集合教育

の導入映像、②ＨＰでの一般向けに公開

する映像とした。 

シナリオを完成させ、（資料１）映像コン

テンツを作成した。 

 

D．考察 

 今年度作成した映像コンテンツを、教

育等も用い、両立支援について広く啓発

するとともに、教育の評価を行っていく

予定である。 
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